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10年間の主要財務・非財務データ
（百万円）

2013年度
（日本基準）

2014年度
（日本基準）*2

2015年度
（日本基準）

2016年度
（日本基準）

2016年度
（IFRS）*4

2017年度
（IFRS）*4

2018年度
（IFRS）*4

2019年度
（IFRS）*4

2020年度
（IFRS）*4

2021年度
（IFRS）*4

2022年度
（IFRS）*4

会計年度：
　売上高 599,455 553,661 738,707 710,965 604,653 641,647 688,290 714,233 727,475 782,723 898,022
　海外売上高構成比 57.7% 64.4% 61.4% 57.7% 58.4% 58.9% 59.8% 62.1% 60.5% 62.9% 66.3%
　売上原価 331,807 308,421 406,521 376,510 376,842 393,101 423,005 447,495 434,866 469,078 569,422
　売上総利益 267,648 245,240 332,186 334,455 227,811 248,546 265,285 266,738 292,609 313,645 328,600
　販売費及び一般管理費 200,407 183,892 252,250 256,178 148,695 161,707 170,178 176,959 177,865 191,162 209,034
　営業利益／コア営業利益*5（IFRS） 67,240 61,347 79,934 78,277 79,116 86,838 95,107 89,779 114,744 122,482 119,566
　当期純利益／親会社の所有者に帰属する当期利益（IFRS） 38,216 32,731 40,511 44,134 46,971 52,772 61,353 46,116 52,344 72,745 67,608
　1株当たり当期純利益／基本的1株当たり当期利益*1（IFRS）（円） 64.10 54.33 67.55 74.29 79.06 89.85 103.73 77.53 87.60 121.78 113.61
　1株当たり年間配当金*1（円） 12.67 12.73 14.80 16.00 16.00 20.00 24.00 28.00 32.00 36.00 38.00
　連結配当性向 19.8% 23.4% 21.9% 21.5% 20.2% 22.3% 23.1% 36.1% 36.5% 29.6% 33.4%

　営業活動によるキャッシュ・フロー 95,659 68,892 85,009 103,604 103,604 98,086 110,867 84,936 150,254 105,253 92,216
　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 58,220 △ 36,741 △ 68,166 △ 42,612 △ 42,612 △ 38,778 △ 113,400 △ 69,235 △ 41,698 △ 79,837 △ 7,145
　フリー・キャッシュ・フロー 37,439 32,151 16,843 60,992 60,992 59,308 △ 2,533 15,701 108,556 25,416 85,071

　設備投資額 51,908 41,756 47,993 39,436 39,437 33,397 73,688 56,022 39,632 36,552 42,627
　減価償却費*3 22,101 20,393 27,343 26,750 27,598 29,345 30,353 38,676 36,165 37,926 41,486
　のれん償却費 9,203 3,769 4,640 4,519 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶
　研究開発費 5,265 4,248 5,993 6,070 6,071 6,554 6,621 7,584 7,808 8,184 8,270

会計年度末：
　総資産／資産合計（IFRS） 620,419 699,108 702,601 711,541 668,592 736,644 795,483 864,003 893,413 987,655 1,049,218
　有形固定資産 204,417 240,082 247,808 244,325 236,629 228,521 240,628 284,105 258,814 271,689 271,662
　長期借入金（1年以内返済分を除く）／社債及び借入金（IFRS） 21,000 5,420 10,757 12,084 61,190 58,000 21,428 27,601 24,202 4,432 16,235
　純資産／資本合計（IFRS） 432,152 492,844 451,091 449,974 414,387 453,029 503,670 542,900 562,653 635,438 708,613
　自己資本比率／親会社所有者帰属持分比率（IFRS） 60.3% 60.0% 55.1% 54.4% 52.7% 52.6% 55.5% 54.8% 55.2% 56.5% 59.0%
　社員数（名） 12,795 13,901 15,500 15,843 15,843 15,757 16,207 16,304 16,665 16,308 16,206
　日本（名） 2,994 2,994 2,974 3,001 3,001 3,109 3,200 3,244 3,307 3,298 3,257
　海外（名） 9,801 10,907 12,526 12,842 12,842 12,648 13,007 13,060 13,358 13,010 12,949

経営指標：
　営業利益率／コア営業利益率（IFRS） 11.2% 11.1% 10.8% 11.0% 13.1% 13.5% 13.8% 12.6% 15.8% 15.6% 13.3%
　当期純利益率／親会社の所有者に帰属する当期利益率（IFRS） 6.4% 5.9% 5.5% 6.2% 7.8% 8.2% 8.9% 6.5% 7.2% 9.3% 7.5%
　売上総利益率 44.6% 44.3% 45.0% 47.0% 37.7% 38.7% 38.5% 37.3% 40.2% 40.1% 36.6%
　売上高販管費率 33.4% 33.2% 34.1% 36.0% 24.6% 25.2% 24.7% 24.8% 24.4% 24.4% 23.3%
　ROE：自己資本当期純利益率／親会社所有者帰属持分当期利益率（IFRS） 11.5% 8.2% 10.0% 11.4% 13.4% 14.3% 14.8% 10.1% 10.8% 13.8% 11.5%
　ROA：総資産経常利益率／資産合計税引前当期利益率（IFRS） 11.8% 9.9% 10.2% 10.2% 11.4% 13.2% 12.0% 8.4% 10.9% 13.0% 11.4%

セグメント別概況：
　パーソナルケア 515,253 486,960 647,573 619,047 523,116 555,388 599,290 620,742 624,758 672,039 764,908
　パートナー・アニマル（ペット）ケア 78,672 62,564 85,624 85,756 75,390 79,847 82,073 86,977 95,693 104,541 125,312
　その他 5,530 4,136 5,508 6,161 6,147 6,412 6,927 6,514 7,024 6,143 7,802

地域別業績：
　日本 255,767 198,745 287,135 302,851 253,544 266,010 279,589 273,773 292,380 294,853 307,631
　アジア 256,253 272,904 341,240 305,099 254,372 275,311 302,866 329,934 323,147 363,719 428,272
　その他 87,435 82,011 110,331 103,014 96,736 100,326 105,835 110,526 111,947 124,151 162,118

非財務関連指標：
　CO2排出原単位*6（ton／百万円） 0.70 0.69 0.94 0.97 0.97 0.86 0.82 0.84 0.81 0.72 0.63
　国内主要4拠点リサイクル率*7 99.4% 99.5% 99.5% 99.5% 99.5% 99.5% 99.4% 99.3% 99.6% 99.5% 99.3%
　原産地トレーサビリティ比率（森林由来原材料）*8 ̶ ̶ 82.0% 83.0% 83.0% 88.8% 91.3% 95.0% 94.3% 97.0% 97.1%
　原産地トレーサビリティ比率（パーム油） ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 2.0% 30.7% 85.9% 77.2% 72.2%

（注）記載金額は、日本基準は端数を切り捨て、IFRS基準は四捨五入で表示しています。
*1  2010年10月1日付、及び2014年10月1日付で1株を3株にする株式分割を行っています。 

1株当たりの数値は、株式分割の影響を遡及して調整しています。
*2 2014年度は決算期変更に伴う9ヵ月の変則決算となっています。
*3 減価償却費には、のれん償却費を含んだ金額を記載しています。
*4 2017年度より国際財務報告基準（IFRS）を適用しています。
*5 コア営業利益は売上総利益から販売費及び一般管理費を控除した利益としています。

*6  CO2排出原単位はCO2排出量（ton）／売上高（百万円）原単位 
CO2排出量の対象国は、順次範囲を拡大しています。 
（全41工場中、2013年度と2014年度は19工場、2015年度は28工場、2016年度は30工場、2017年度は31工場、2018年度と2019年度は34工場、2020年度以降は全41工場）

*7 2018年度までは国内主要3拠点のリサイクル率となっています。
*8 原産地トレーサビリティ比率（森林由来原材料）の2016年度実績は日本のみとなっています。また、森林由来原材料には、パルプ、ティッシュ、セパレーター、エアレイドパルプが含まれます。
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連結財政状態計算書 連結損益計算書

連結包括利益計算書

（百万円）

前連結会計年度 
（2021年12月31日） 

当連結会計年度
（2022年12月31日）

【資産】
　流動資産
　　現金及び現金同等物 187,547 217,153

　　売上債権及びその他の債権 129,367 152,971

　　棚卸資産 89,811 117,590

　　その他の金融資産 119,752 90,450

　　その他の流動資産 21,266 25,592

　　流動資産合計 547,743 603,756

　非流動資産 　
　　有形固定資産 271,689 271,662

　　無形資産 85,407 90,523

　　繰延税金資産 13,911 14,860

　　持分法で会計処理されている投資 1,029 597

　　その他の金融資産 65,789 65,753

　　その他の非流動資産 2,086 2,067

　　非流動資産合計 439,912 445,462

　資産合計 987,655 1,049,218

【負債及び資本】
負債
　流動負債
　　仕入債務及びその他の債務 167,241 171,035

　　借入金 33,882 10,787

　　未払法人所得税 13,639 14,600

　　その他の金融負債 5,455 6,645

　　その他の流動負債 54,233 53,596

　　流動負債合計 274,450 256,663

　非流動負債
　　借入金 4,432 16,235

　　繰延税金負債 24,285 24,940

　　退職給付に係る負債 11,973 12,687

　　その他の金融負債 32,727 24,934

　　その他の非流動負債 4,349 5,146

　　非流動負債合計 77,767 83,942

　負債合計 352,217 340,605

資本
　親会社の所有者に帰属する持分
　　資本金 15,993 15,993

　　資本剰余金 14,801 15,209

　　利益剰余金 599,946 644,859

　　自己株式 △ 68,646 △ 83,699

　　その他の資本の構成要素 △ 4,454 26,521

　　親会社の所有者に帰属する持分合計 557,639 618,883

　非支配持分 77,799 89,730

　資本合計 635,438 708,613

負債及び資本合計 987,655 1,049,218

（百万円）

前連結会計年度 

〔自　2021年 1月 1日〕至　2021年12月31日

当連結会計年度 

〔自　2022年 1月 1日〕至　2022年12月31日

　　売上高 782,723 898,022

　　売上原価 △ 469,078 △ 569,422

　　売上総利益 313,645 328,600

　　販売費及び一般管理費 △ 191,162 △ 209,034

　　その他の収益 3,235 3,052

　　その他の費用 △ 7,445 △ 7,395

　　金融収益 5,211 4,628

　　金融費用 △ 1,507 △ 4,143

　　税引前当期利益 121,977 115,708

　　法人所得税費用 △ 38,372 △ 37,333

　　当期利益 83,605 78,375

当期利益の帰属
　　親会社の所有者 72,745 67,608

　　非支配持分 10,860 10,767

　　当期利益 83,605 78,375

親会社の所有者に帰属する1株当たり当期利益
　　基本的1株当たり当期利益（円） 121.78 113.61

　　希薄化後1株当たり当期利益（円） 121.69 113.59

（百万円）

前連結会計年度 

〔自　2021年 1月 1日〕至　2021年12月31日

当連結会計年度 

〔自　2022年 1月 1日〕至　2022年12月31日

当期利益 83,605 78,375

その他の包括利益（税引後）
　純損益に組み替えられることのない項目
　　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融資産の純変動 △ 4,108 △ 2,191

　　退職給付に係る負債（資産）の純額に係る再測定 316 81

　　小計 △ 3,792 △ 2,109

　純損益に組み替えられる可能性のある項目
　　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融資産の純変動 △ 19 △ 16

　　キャッシュ・フロー・ヘッジの公正価値変動 25 △ 25

　　在外営業活動体の為替換算差額 35,729 38,399

　　持分法によるその他の包括利益 13 7

　　小計 35,748 38,365

その他の包括利益（税引後）合計額 31,956 36,256

当期包括利益合計額 115,560 114,631

当期包括利益合計額の帰属
　親会社の所有者 97,670 98,094

　非支配持分 17,890 16,537

当期包括利益合計額 115,560 114,631
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連結持分変動計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

前連結会計年度（自 2021年1月1日　至 2021年12月31日） （百万円）

親会社の所有者に帰属する持分
非支配持分 資本合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 その他の 
資本の構成要素 合計

2021年1月1日残高 15,993 13,208 547,259 △ 54,572 △ 28,886 493,002 69,651 562,653

当期利益 ̶ ̶ 72,745 ̶ ̶ 72,745 10,860 83,605

その他の包括利益 ̶ ̶ ̶ ̶ 24,925 24,925 7,031 31,956

　当期包括利益合計 ̶ ̶ 72,745 ̶ 24,925 97,670 17,890 115,560

自己株式の取得 ̶ ̶ ̶ △ 16,001 ̶ △ 16,001 ̶ △ 16,001

自己株式の処分 ̶ 360 ̶ 1,784 △ 244 1,900 ̶ 1,900

配当金 ̶ ̶ △ 20,308 ̶ ̶ △ 20,308 △ 9,659 △ 29,967

連結範囲の変動 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ 48 48

株式報酬取引 ̶ 1,232 ̶ 144 ̶ 1,376 ̶ 1,376

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替 ̶ ̶ 250 ̶ △ 250 ̶ ̶ ̶

その他 ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ △ 132 △ 132

　所有者との取引額等合計 ̶ 1,592 △ 20,058 △ 14,073 △ 494 △ 33,033 △ 9,742 △ 42,775

2021年12月31日残高 15,993 14,801 599,946 △ 68,646 △ 4,454 557,639 77,799 635,438

当連結会計年度（自 2022年1月1日　至 2022年12月31日） （百万円）

親会社の所有者に帰属する持分
非支配持分 資本合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 その他の 
資本の構成要素 合計

2022年1月1日残高 15,993 14,801 599,946 △ 68,646 △ 4,454 557,639 77,799 635,438

当期利益 ̶ ̶ 67,608 ̶ ̶ 67,608 10,767 78,375

その他の包括利益 ̶ ̶ ̶ ̶ 30,485 30,485 5,771 36,256

　当期包括利益合計 ̶ ̶ 67,608 ̶ 30,485 98,094 16,537 114,631

自己株式の取得 ̶ ̶ ̶ △ 17,001 ̶ △ 17,001 ̶ △ 17,001

自己株式の処分 ̶ 223 ̶ 1,832 △ 146 1,909 ̶ 1,909

配当金 ̶ ̶ △ 22,059 ̶ ̶ △ 22,059 △ 9,743 △ 31,802

非支配持分との資本取引 ̶ △ 1,003 ̶ ̶ ̶ △ 1,003 5,136 4,133

株式報酬取引 ̶ 1,189 ̶ 115 ̶ 1,305 ̶ 1,305

その他の資本の構成要素から
利益剰余金への振替 ̶ ̶ △ 635 ̶ 635 ̶ ̶ ̶

　所有者との取引額等合計 ̶ 409 △ 22,695 △ 15,053 490 △ 36,849 △ 4,607 △ 41,456

2022年12月31日残高 15,993 15,209 644,859 △ 83,699 26,521 618,883 89,730 708,613

（百万円）

前連結会計年度 

〔自　2021年 1月 1日〕至　2021年12月31日

当連結会計年度 

〔自　2022年 1月 1日〕至　2022年12月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税引前当期利益 121,977 115,708
　減価償却費及び償却費 37,926 41,486
　減損損失 4,757 4,312
　受取利息及び受取配当金 △ 3,592 △ 4,577
　支払利息 1,276 2,462
　為替差損益（△は益） 1,154 3,065
　固定資産除売却損益（△は益） △ 18 653
　売上債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △ 4,718 △ 22,910
　棚卸資産の増減額（△は増加） △ 23,153 △ 22,474
　仕入債務及びその他の債務の増減額（△は減少） 14,182 △ 1,265
　その他の流動負債の増減額（△は減少） △ 5,374 △ 5,624
　その他の非流動負債の増減額（△は増加） 415 10,099
　その他 △ 5,759 6,242
　小計 139,073 127,177
　利息及び配当金の受取額 4,286 4,769
　利息の支払額 △ 1,332 △ 2,327
　法人所得税の還付額 2,082 164
　法人所得税の支払額 △ 38,856 △ 37,567
　営業活動によるキャッシュ・フロー 105,253 92,216
投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出 △ 51,454 △ 72,673
　定期預金の払戻による収入 47,376 111,679
　有形固定資産及び無形資産の取得による支出 △ 34,671 △ 32,950
　有形固定資産及び無形資産の売却による収入 769 38
　長期貸付けによる支出 △ 21 △ 2,875
　償却原価で測定する金融資産の取得による支出 △ 8,330 △ 6,766
　純損益を通じて公正価値で測定する金融資産の取得による支出 △ 13,000 △ 18,000
　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融資産の取得による支出 △ 13,191 △ 642
　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融資産の取得による支出 △ 12,673 △ 2,118
　償却原価で測定する金融資産の売却及び償還による収入 ̶ 1,000
　純損益を通じて公正価値で測定する金融資産の売却及び償還による収入 5,000 12,100
　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融資産の売却及び償還による収入 37 30
　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融資産の売却及び償還による収入 400 4,000
　関係会社株式の取得による支出 △ 318 ̶
　関係会社株式の売却による収入 213 ̶
　その他 26 34
　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 79,837 △ 7,145
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額（△は減少） 7,115 4,481
　長期借入れによる収入 ̶ 4,032
　長期借入金の返済による支出 △ 3,000 △ 20,507
　リース負債の返済による支出 △ 5,235 △ 5,641
　自己株式の取得による支出 △ 16,001 △ 17,001
　親会社の所有者への配当金支払額 △ 20,301 △ 22,053
　非支配持分への配当金支払額 △ 9,659 △ 9,743
　非支配持分からの払込による収入 ̶ 2,870
　ストック・オプションの行使による収入 1,900 1,909
　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 45,180 △ 61,652
現金及び現金同等物に係る換算差額 7,789 6,186
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 11,975 29,606
現金及び現金同等物の期首残高 199,522 187,547
現金及び現金同等物の期末残高 187,547 217,153

ユニ・チャームが目指す姿 価値創造の全体像 成長戦略 成長の基盤強化 財務・非財務データ
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「統合レポート2023」発行にあたって

　ユニ・チャームは、パーパス（存在意義）を「SDGsの達成に貢献す
る」ことと定め、継続的な事業成長を通じて環境問題や社会課題を
解決し、地域社会に貢献することを目指しています。このパーパスを
より具体的に「将来のありたい姿＝共生社会」として、これを達成す
るためにバックキャスティングで中長期ESG目標「Kyo-sei Life 

Vision 2030」を策定し、第11次中期経営計画と連携させて推進し
ています。
 

　「統合レポート2023」では、現在のユニ・チャームの姿をステーク
ホルダーの皆様にご理解いただけるよう、「Kyo-sei Life Vision 

2030」と第11次中期経営計画の内容や進捗状況を中心に、価値創
造プロセスや重点戦略、ESG情報などの財務・非財務双方の情報を
具体的に分かりやすく記述するように心がけました。特に、当社の価
値創造の源泉である「人材（人的資本）」につきましては、グループ全
体で取り組んでいる育成策ならびに人材を活かす組織づくりについ
て詳細に記述し、人材である社員の声を紹介することによって、当社
の持続可能性を感じとっていただけるようにしました。このような記
述を通じて、未来を担う次世代の人材が育っており、また、今後も継
続して未来を切り拓く人材を育成し続けられる組織風土・文化、仕
組みを当社が有していることをお伝えできればと考えています。
 

　本レポートは、ESG推進部門が編集の中心となり、財務・非財務
双方の観点から社内の幅広い関係部署と協力して作成しました。私
は、本レポートの制作責任を担うESG担当執行役員として、その作成
プロセスおよび記載内容が正当であることを確認しています。また、
本レポートを通じて、当社がどのように社会課題に取り組み、持続的
な企業価値の向上と社会への貢献を目指しているかをお伝えし、株
主や投資家をはじめとする全てのステークホルダーの皆様との対話
を深めていく所存です。本レポートにつきましても、是非、忌憚のな
いご意見・ご要望をお寄せいただければ幸いです。
 

　今後も、原材料価格の高騰やインフレーションの加速、世界的な
金融不安など、当社を取り巻く外部環境は予測困難な状況が続くと
思われますが、環境問題や社会課題の解決に向けた取り組みを着実
に推進することで、持続可能な社会の実現に向けた貢献と当社の中
長期的な成長を実現してまいります。
 

執行役員 ESG本部長 

（統合レポート制作責任者）

上田 健次 

編集方針
「統合レポート2023」の編集にあたっては、
IFRS財団*の「国際統合報告フレームワーク」
や経済産業省の「価値協創ガイダンス2.0」な
どを参考にしています。

*  当フレームワークを公表した国際統合報告評議会（IIRC）とサステナビリティ会計基準審議
会（SASB）が合併して設立された価値報告財団（VRF）は、2022年8月にIFRS（International 
Financial Reporting Standards／国際会計基準）財団に統合されました。

対象期間など
対象期間： 2022年度（2022年1月1日～2022年12月31日）一部、

前後の活動や将来目標を含んでいます。
対象範囲： ユニ・チャームグループ（ユニ・チャーム株式会社および

国内外の連結子会社）を基本としていますが、一部非連
結子会社、関連会社に関する記載を含んでいます。なお、
本レポート内の「ユニ・チャーム（当社）」は、ユニ・チャー
ムグループを示しています。範囲を特定する必要がある
場合は個別に企業名を記しています。

将来見通しに関する注意事項
本レポートには、ユニ・チャームグループの過去と現在の事実だけで
なく、未来についての戦略、計画、業績などに関する見通しが含まれ
ています。これらは、記述した時点で入手できた情報に基づいて作
成していますので、実際の業績や活動結果などは、さまざまな要因
により大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

投資家情報

情報開示体系 

95

表紙のご説明
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、一人ひとりの“生活者”の心とからだの健康をサポートする
企業として、多様な世代が共に自分らしく生活する「共生社会」の実
現に貢献することを目指しています。そのような活動のひとつとして、
社会参加と経済的自立に向けた「パラリンアート」の取り組みに賛同
し、統合レポートとサステナビリティレポートの表紙に障がいのある
アーティストが描いた作品を採用しています。「パラリンアート」への
支援は2016年より継続し、2023年で8年目となりました。

作品タイトル：春
作者：KOTO

「春」は、春の花やフルーツといろんな生き物が動き出すイメー
ジを、色鉛筆のあたたかい感じで制作しました。この絵を見た
方々が、春のやわらかな、あたたかい気持ちになっていただけ
ればいいなと思います。

統合レポート
https://www.unicharm.co.jp/ja/ir/report.html

サステナビリティサイト 
https://www.unicharm.co.jp/ja/csr-eco.html

「Kyo-sei Life Vision 2030」  https://www2.unicharm.co.jp/csr-eco/
kyoseilifevision/index.html

GRIスタンダード対照表   https://www.unicharm.co.jp/ja/csr-eco/gri.html

SASB対照表   https://www.unicharm.co.jp/ja/csr-eco/sasb.html

サステナビリティレポート 
https://www.unicharm.co.jp/ja/csr-eco/report.html

コーポレート・ガバナンス報告書 
 https://www.unicharm.co.jp/ja/company/corporate-governance.html

ESG／サステナビリティ情報

投資家情報サイト
https://www.unicharm.co.jp/ja/ir.html

有価証券報告書
https://www.unicharm.co.jp/ja/ir/library/securities.html

決算説明資料 
https://www.unicharm.co.jp/ja/ir/library/investors.html
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主な連結子会社および関連会社（2022年12月31日現在） 

日本 ユニ・チャームプロダクツ株式会社 
ユニ・チャーム国光ノンウーヴン株式会社 
コスモテック株式会社 
ユニ・チャームメンリッケ株式会社 
ユニ・ケアー株式会社 
ペパーレット株式会社

アジア 嬌聯股份有限公司 
Uni-Charm（Thailand）Co., Ltd. 
LG Unicharm Co., Ltd. 
尤妮佳生活用品（中国）有限公司 
PT UNI-CHARM INDONESIA Tbk 
Uni-Charm Corporation Sdn. Bhd. 
Unicharm India Private Ltd. 
Diana Unicharm Joint Stock Company 
DSG International（Thailand）Public Co., Ltd.

その他 Uni.Charm Mölnlycke B.V. 
Unicharm Gulf Hygienic Industries Ltd. 
Unicharm Australasia Holding Pty Ltd. 
The Hartz Mountain Corporation

合計 51社

会社概要 （2022年12月31日現在） 

社名

英社名
ユニ・チャーム株式会社
UNICHARM CORPORATION

設立 1961年2月10日

資本金 15,993百万円

本社事務所 東京都港区三田3-5-27 
住友不動産三田ツインビル西館 
 （2023年6月まで） 
東京都港区三田3-5-19 
住友不動産東京三田ガーデンタワー 
 （2023年7月より）

本店 愛媛県四国中央市金生町下分182番地

社員数 グループ合計16,206名

主な 
事業内容

ウェルネスケア関連商品 
パートナー・アニマル（ペット）ケア関連商品 
フェミニンケア関連商品 
ベビーケア関連商品 
Kireiケア関連商品 
業務用食品包装資材

URL https://www.unicharm.co.jp

企業情報外部評価

上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場
証券コード 8113

発行可能株式総数 827,779,092株

発行済株式総数 620,834,319株
（自己株式27,560,827株を含む）

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

会計監査人
PwCあらた有限責任監査法人
（注） 任期満了に伴い、2023年3月24日付で有限責任 

あずさ監査法人に交代

株主数 32,220名

株主名 持株数 
（千株）

持株比率
（%）

ユニテック株式会社 154,957 26.1
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 69,585 11.7
高原基金株式会社 28,080 4.7
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 24,743 4.2
株式会社伊予銀行 15,300 2.6
日本生命保険相互会社 12,189 2.1
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 
（退職給付信託口・広島銀行口） 12,101 2.0

BNYMSANV RE MIL RE FIRST SENTIER 
INVESTORS ICVC-STEWART INVESTORS 
ASIA PACIFIC LEADERS SUSTAINABILITY FUND

10,893 1.8

THE BANK OF NEW YORK MELLON AS 
DEPOSITARY BANK FOR DEPOSITARY RECEIPT 
HOLDERS

9,206 1.6

JP MORGAN CHASE BANK 385632 7,112 1.2

（注） 
1. 株数は千株未満を四捨五入して表示しています。
2. 持株比率は自己株式（27,560,827株）を控除して計算した比率です。

所有者別 
所有株式数 
分布状況

外国人
30.8%

証券会社
1.3%

自己株式
4.4%

金融機関
25.4%

個人、その他
5.8%

国内法人
32.3%

株式情報（2022年12月31日現在） 

大株主

 インデックスへの組み入れおよび評価（2023年3月31日時点） * 対象となるインデックスは で表しています。

　当社は、GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）が選定・採用した日本株のESG指標構成銘柄*に組み入れられています
（2023年3月31日時点）。
　今後も主要なESGインデックス等に継続的に組み入れられるよう、適切な経営に努め、また事業活動の成果について透明性の高
い情報発信を心がけます。このような取り組みを通じて、全てのステークホルダーが期待する持続的な企業価値向上に努めます。

  FTSE4Good Index Series

英国のFTSE Russell社が開発した指数。ESG
の観点から基準を満たしている企業を選定。
https://www.ftserussell.com/products/
indices/ftse4good

  FTSE Blossom Japan Index

英国のFTSE Russell社が開発した指数。ESG
のパフォーマンスが優れた日本企業を選定。
https://www.ftserussell.com/ja/products/
indices/blossom-japan

   FTSE Blossom Japan Sector  
Relative Index

英国のFTSE Russell社により2022年3月に新たに
開発された指数。ESG評価を中心に、特に温室効
果ガス排出量の多い企業については、気候ガバ
ナンスと気候変動に関する取り組みを評価して 
選定。
https://www.ftserussell.com/ja/products/
indices/blossom-japan

FTSE Russell（FTSE International LimitedとFrank Russell Companyの登録商標）はここにユニ・チャー
ム株式会社が第三者調査の結果、FTSE4Good Index Series、FTSE Blossom Japan Index、およびFTSE 
Blossom Japan Sector Relative Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄となったこと
を証します。これらはグローバルなインデックスプロバイダーであるFTSE Russellが作成し、環境、社会、ガバ
ナンス（ESG）について優れた対応を行っている企業のパフォーマンスを測定するために設計されたもので、サ
ステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されます。

 MSCI ESG Leaders indexes
米国のMSCI社による指数。ESG評価に優れた企
業を選定。
https://www.msci.com/our-solutions/
esg-investing

  MSCIジャパンESGセレクト・ 
リーダーズ指数 米国のMSCI社が開発した指数。業種内でESG

の評価が相対的に高い日本企業を選定。
https://www.msci.com/ 
msci-japan-esg-select-leaders-index-jp

   MSCI日本株女性活躍指数（WIN）
米国のMSCI社が開発した指数。女性活躍を推進
する性別多様性スコアが高い日本企業を選定。
https://www.msci.com/ 
msci-japan-empowering-women-index-jp

ユニ・チャーム株式会社のMSCI指数への組み入れ、および本ページにおけるMSCIのロゴ、トレードマーク、
サービスマーク、指数名称の使用は、MSCIやその関係会社によるユニ・チャーム株式会社の後援、推薦ある
いはプロモーションではありません。MSCI指数はMSCIの独占的財産です。MSCIおよびその指数の名称と
ロゴは、 MSCIやその関係会社のトレードマークもしくはサービスマークです。

   S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数

S＆P Dow Jones Indices社と日本取引所グ
ループが開発した指数。TOPIXの構成銘柄を対
象とし、環境情報の開示状況と炭素効率性（売
上高当たり炭素排出量）の水準によって構成銘
柄のウエイトを決定する指数。

 ブルームバーグ男女平等指数

米国のブルームバーグ社による指数。ジェン
ダーに関する情報開示と男女平等への取り組み
に優れた企業を選定。

 CDP

グローバルに環境に関する調査実施、情報開示
を行い、持続可能な社会の実現を図る国際的
な非営利団体であるCDPによる評価。

  CDP2022サプライヤー・エンゲージメント・リーダー

CDP気候変動質問書に回答した企業を対象
に、サプライヤー・エンゲージメント評価（SER）
で最高評価を獲得した企業を、サプライヤー
エンゲージメント・リーダーとして表彰。

  SOMPOサステナビリティ・インデックス

SOMPOアセットマネジメント株式会社が運用
する指数。同社の「SOMPOサステナブル運用」
に活用するため、毎年ESGに優れた日本企業約
300銘柄を選定。

  JPX日経インデックス400 資本の効率的活用や投資者を意識した経営観
点など、グローバルな投資基準に求められる諸
要件を満たした、「投資者にとって投資魅力の高
い会社」で構成され、日本企業の魅力を内外に
アピールするとともに、その持続的な企業価値
向上を促し、株式市場の活性化を図ることを目
的として開発された株価指数。

 ESGファイナンス・アワード・ジャパン 環境省主催の第4回「ESGファイナンス・アワー
ド・ジャパン」の「環境サステナブル企業部門」に
おいて、「環境サステナブル企業」として選定。
ESG金融やグリーンプロジェクトに関して積極的
に取り組み、環境・社会に優れたインパクトを与
えた投資家・金融機関等、また環境関連の重要
な機会とリスクを企業価値向上に向け経営戦略
に取り込み、企業価値と環境へインパクトを生み
出している企業を評価・表彰。

 DX認定事業者 DX実現に向けたビジョンの策定や戦略・体制
の整備などデジタル変革の準備が整っている企
業を経済産業省が認定する制度。当社は2022
年に「DX認定事業者」の認定を取得。

 スポーツエールカンパニー2023

スポーツ庁が社員の健康増進のためにスポーツ
活動の支援や促進を積極的に行っている企業
を選定。

  健康経営優良法人2023（大規模法人部門）

経済産業省と日本健康会議が優良な健康経営
を実践している法人を選定。

 人的資本リーダーズ2022
HR総研、 一般社団法人HRテクノロジーコンソー
シアム、MS&ADインターリスク総研株式会社が
共同で2022年10月7日～12月2日に実施した
「人的資本調査2022」に回答した280社の中か
ら、人的資本経営への取り組みとその情報開示
に優れた企業を選定。

 第4回プラチナキャリア・アワード 三菱総合研究所未来共創イニシアティブ（ICF）
が主催する「第4回プラチナキャリア・アワード」
において「優秀賞」を受賞。
「プラチナキャリア・アワード」は、社員が自律的
に学び、社会課題の解決に貢献しながらスキル
を磨き、自身のキャリアに活かす「プラチナキャ
リア」の形成を支援する企業を表彰。

  消費者志向経営優良事例表彰 消費者庁が主催する「令和4年度 消費者志向
経営優良事例表彰」において、『Unicharm 顔が
みえマスク』『MamyPoko Extra Dry Protect』
の商品展開や使用済み紙おむつの「水平リサイ
クル」の取り組みが評価され、「内閣府特命担当
大臣表彰」を受賞。
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